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山の上には、 古墳やお城があるというけれど、

山の東のすそで1ま何が見つかったのだろう……

光町・冊東総文化財センター

"に わ

小川台 5 号墳に立てられていた埴輸



1996年 2 月 2 日から同年 2 月 14 まで

ちぽ吋んそうさ守んひかり" M~わだいた.い r 

千葉県匝瑳郡光町(市長村コード12-381) 小川台滝井戸ほかにある
てらかたいせe

寺方遺跡(遺跡番号コード38、北緯35・41'12ぺ東経140"30'04") において

6いだん1J'5t:ん ，うぞうぶんかざい

千葉県教育委員会、光町教育委員会の指導のもとに財団法人東総文化財センターが

町道0103号線の道路改良工事のため無くなってしまう遺跡の記録を残すことを第ーの目的に

130m'について発掘調査をしました

この本はその発掘調査の成果をまとめたものです。

なお、現地での発掘作業および室内での整理作業、報告書の作成は、調査研究員寅川理が担当しました。

図 1 遺跡の位置および周辺の古墳欝と中世の城跡



調査の概要
調査は、試掘により調査区を限定しておこなった。便宜的に北側調査区、南側調査区と呼ぶ。

&…遺構から、西側の台地上に築かれている岩室指(いわむろとりで}に関係する空堀と考えられる。他には近現代の撹

乱と、そ汎に伴う遺物がわずかに見つかっている。一方、南側調査区では、竪穴住居(古墳時代終末期)が 3 軒、

掘立柱建物の柱穴が 1 基、土坑が l 基見つかっている。土坑は、底面付近のみの遺存であり、出土遺物もないた

北側調査区では、溝が l 条見つかった。溝の掘り方や、溝の中から見つかった土器

め、性格等は不明である。

& 寺方遺… 刊の調査では竪穴住居…一一…
の他に、古くは縄紋時代前期の終わり頃の土器のかけらや、また、 平安時代 (9 C代) の土器のかけらも見つか

っている。

縄紋土器は l 片ではあるが、縄紋時代前期‘の人聞がこの付近で活躍した、り

っぱな証拠である。また、今回の調査範囲では見つかっていないが、平安時代

の住居も近くに存在する可能性が高い。

※(放射性炭素による年代測定によれば今から約5000年前)
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図 2 開査した範囲と見つかった遺構
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図 3 北側調査区 図 4 南側関査区
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図5 寺方ìlJ糾且つがった縄誼土畢



何が見つかったのか?

その 1 たてあなU惨う曹ょ

古墳時代(終末期)の竪穴住居(約 1350年前)

寺方遺跡 1 号住居・ 2 号住居の時代は ?

九段総:

5羽{出掛 仏教が伝わる

小川台 5 号墳(光町)
雄山 1 号墳(小見)11町)

殿塚古噴 ・ 姫塚古墳(芝山町)

金鈴塚古墳(木更津市)
開3 聖徳太子が推古天皇の摂政となる 関向古111 (八日市場市)
副陣 第 1 因遺陪使

“5 
大化の改新 寺方 1 号・ 2 号住居
中大兄息子(夫容天皇} 中臣(藤原}鎌足らが蘇校入鹿・鍍爽を減lます

710 平雄京に都をうっす

竪穴住居からは、何が、とeのくらい見つかったのか ?
竪穴住居から見つかるのは、当時の人達が使っていた道具などのうち、千数百年経っても腐らずに残っていたものだけで
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mv※実制図は時を睦~ ，酒置遺.尭錨聞査報告.. より

たてあな Uゅうきょ ほったてばしらたてもの

現代の住居と竪穴住居と掘立柱建物

…一物 床地面同]
[ …居 叫靴を脱で上あ つま
床は地面よりも高い。 竪穴住居は、土問が地面よりも低〈、穴官に入

じ平地建物か、地国よりも高い高床建物だが、規則的に方形にならん

だ柱穴しか見つからず、判断は難しいものが多い。

す。 つまり、木の器や能、衣類などの多くは腐って残っ

ておらず、も っ ぱら掘り出されるのは土器のかけらばか

りなのです。

(11'位名 g) 

今回の調査で見つかっ た土器は、表而(器而)が荒れて砂質に詰ん

だ見かけをもつ ものがr-い。竪穴住居に埋ま っていた土が、水田町土

に似て揺りずらくまた、帯水府に近い地層を掛り込んで竪穴住居がつ

〈 られていることから、埋没後、土中での劣化が進んだもの(阿部1995)

と考え られる 。

竪穴住居復元図(断面)~務馬県子持村黒井峯遺跡の場合~

r岡本の古代遺障を掴る 4 鳳弁量遺跡 目志田ボンペイ」 より一部改宜

カマドの使い方(推定復元図)

イラストは rむかしの和良比」 より一部加筆



届孟孟... t .!!!!!!!!..~牛E2. 遺物的tl'.土状況から、 よ二 のfH'fに住んでいた人目fJ (居住者)が引 っ越す際に.駿穴住居を解体
1. ..!.'af .. ‘ 、 - J .........，ιー した (今品1989】と考甘えられる例である . P 1 の南側の土nn上には、カマドから抜き取られた支

占直二湿』 脚 (27) と.おそらくカマドに掛けられていたであろう重曹の破片 (12) があり、 P 1 1λlか らはま轄の破片(14) が

ヨE・・・・・・・ .lI.つかっ ている . P 1 内向車聾の破片的存症から.肢が立っていたとは考えられず、柱穴の土府断f(õの観察でも柱
『司司司・・・...... n.i師、上は伺;ZZできていないことから、柱は叫利mするために抜き取られているものと考えられる.

1-， :tL!の造物は、いずれもこの住居の柑住者が伐してい ったものと判断できるものである。 他には、 住居内で使

われていたものがi売さ去りにされた(遺業)と考えられるものは見当たらず、いずれも j売店に捨てられた{廃棄〉

ものと宅' えら hる。
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1 号住居間董鍵圏構式図
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}j的情的 '1' 央にカマド ・ カマドの

反対聞にm人 1 1 町はしご段をかけ

る j\、 ヵeあ る.

被( 1 ヌキが今1111向調官範II~.

号住居 住穴は 2 本を附。 いずれもH'.!馴 l は比られず、制取られているものと考えられる。
造物は、泣韮さと考えら札るものはなく、すべて廃棄されたものであろう 。 今同の制~で唯一完

全な形に近い 1 総( -Lr.íIi器何時28) は、 1 J，} tt/. l ; の 1'.11\1の下、 2 ~苧号号T己号J土一住 }，'-;
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2 -~}tl::/，';に岨1 ま っ ていた-t. (説けを観普ざしたところ、地山向上と 同 じ土がほぼホ平に推脱しており、あるい

は 2 月i:l:J.'; がイミ川 となり捨てら札た(脱梨された)後ま b をく、 1 号ttl討をつくる際にj-11l的反したことを示して

いるヵ、もしれな" .
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2号住居間査範囲模式図

掘立柱建物の柱穴
中央が柱が腐った土{位痕跡土上両冊目が柱

を柱穴に立て llil定するために埋めた土。

3 号住居
カマドの最下部町発見により、その存干1 が明らかにな った。

住院の大きさもは っ きりわからな" . ただ L. 援穴住人寸をつ〈
ったときの痕跡(掘形}の一部から、 1 -0;:土佐};!} . 2 号住居よりも

小型と考えられる。

品

て事1
1 聞

鑑主役虚働緯"

。

3 ，号住居カマト

。 1. 2. 

ヂ:泊
。

3'号住居



, 

何が見つかったのか?
@ 

の空堀
いわむろとりで

~岩室砦~中世のお城その 2

台地上
どるい

北側調査区では、岩室砦に関連する空堀が見つかった。 防御のための土手である土塁の痕跡はないが、

に続〈道が北側にあることから、南側に土塁を築いていた可能性はあるだろう。なお、空堀の南側には、近現代

のほかは、中世の穴(土坑)などは見つかっていない。

時期は、空堀から見つかった内耳土鍋が、古瀬戸後期の遺物と伴うものの特徴をもっ

の土地利用痕跡(撹乱)

ことか(笹生氏ご教示)

台地主のみに展開するので

はなく、そのすそにまで関連する遺構が分布することが明ら

これは篠本城(城山遺跡)

ら、 15C代と考えられる。

今回の調査により、岩室砦が、

の調査成果とも一致

し、城を考えるうえで見落とすことのできない部分であるこ
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小川台古墳群
栗山川から東側が、下海上(しもつうなかみ)と呼ばれていたこ ろに、 小川台を中心とする地械を文配していた人たち

のお基。 確認されているだけでも、 liíj }j後円 111 51，トドJIII凶器、方噴 l 基の計1%，からなる。 l 号墳が 5C後半につくら

れた後、 6C後半以降つぎつぎつくられているようである. よれらのうち 5基が1974年 (S 49) 年、農業情造改祥事業の

際に調査されている。
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